
林 光 さん 講演会

「森は生きている」から
　　　「ねこのくにのおきゃくさま」へ

ねこだけの国が　なぜあるの?  

オぺラの中にこども　こどもの中のオぺラ

　オペラの台本を初めて書いてもらった福田善之さんと

共同で、この原作をどうやって1時間半のドラマに発展

させるかということを考えたわけですね。 

　まず「ねこの、ねこだけの国がなんであるの」ということ。

つまり、この世界は色んな動物が人間も含めて、どこででも一緒に暮らしている世界なんだけ

ど、ねこだけの国というのはなぜか? それを、はるか後の時代に、ねこがねこだけで暮すよう

な国をつくってしまった後の時代に設定した。

　なんでそうなるかっていうと、それは、この世界の特に人間がその他の生きものを、実際上

支配しているところに、この世界に災厄が起こっている。それは、そうはっきりは書いていな

いけれども、核戦争による破滅的な災厄でその結果動物たちがそこからみんな逃げ出して、自

分たち同士でかたまった。 その1つがねこの国という風に考えたわけですね。 

　そうすると、原作ではねこはねずみが仮面をとった時に、ねこたちは動揺してねずみを食べ

たいっていう欲望がうずく。ところが脚本では、必ずしもそうはならない。ねこがねずみをと

って食べることが当たり前だった時代から、はるか後の時代にねこの国がある。そういう風な

設定。でも何かにつけて思い出してしまう。ねこはねずみを食って暮らしてたっていう時代が

あったっていうかすかな記憶が残っている訳ですね。  (中略) 

　もう1つ、台本の中に王様の夢があります。

ふいに空が光った　まぶしくて目がくらんだ　海の水が 熱くなる

それから大きな音がした　　やがて我に返って　首をねじむけるようにしてふり返ると

今　逃げてきた国の方角に　大きな大きな雲が立ち上がっていた

2011.4.24　講演会内容より抜粋

こどものためのオぺラ 

　作品というものは、あるややこしさをきちっと持っていな

いと、簡単なものだけではだめなわけです。今お話ししたこ

とは、1つ1つのモチーフその多くはどっか底流にある、その

隠れているものが確かにみえなくても、作品全体が何かを暗

示している。 それはこどもの観客にも必ず伝わると思っている。

　一番初めに「こどものためのオペラ」と仮にいっていたが、ぼくはこどものためだけの何か

という風にはあまり考えない。「セロ弾きのゴーシュ」「森は生きている」にしても、大人

がこどもの楽しみに付き合ってやるだけ、というものではおそらくないわけです。ただし、こ

どもが見ることができる、わかんないことも含めてね、というものが必要なんだと思います。 
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ねこのくにのおきゃくさま 参加費（4 才～ / 全席指定 / 当日 500 円増）
 会員：会費のみ
 一般：S席 3,000 円 / A 席 2,000 円会場 : エル・シアター月　 日（日）6 12 14:00 開演


